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新年のご挨拶 1 

新年明けましておめでとうございます.

皆暢方にi革、常日頃から神木育種靭築に特段のご

協力とご玉姫をいただき、御礼を申し上げます。本

年もこれまで同僚よろしくお願いいたします。

神木育種センヲーが平成 13年に強立行政涜人

化されて、早いもので5左手が過ぎ、当初の中期目婦

問聞も、間もなく終わろうとしています。これまで

の事革研究等の進j揮を見てみますと‘いろんな鍛

値目標善があるわけですが、お陰線で留婦方のご

協力を得ながら、ほl主計画どおり若しくはそれを

上回る状況にございまして、評価委員主力、らも高

い評価をいただいているところでありま冒.

一方‘先の政賃評価独立行政法人評価委員会に

よるI勧告の方向性についてjでは、森林総合研究
所のI>t蛾及び研究業務と一体的に実絡すべき等と

信摘され‘それらを受けて、年末の|行政改軍の重

要方針Jにおいて閣碕決定され、聡員の非公務員化
と平成 19:::草4月を目述に蒜林総合研究所との

務事業の一体的実施を図ることと立リました。昭

和 34~手 4 月に林野庁直属の九州梓木育種湖と

芯って以来、約半世紀ぷりの1活人化となります.
車務の一体的実施に当たっては.これまで柿木

膏樋tンターが担ってきた固有の機能を引き続き

果たしつつ、蒜林ー特業に関する基磁研究力‘ら押木

の新品極開発 配布事草署まで一貫して実飽する

ことにより、置理部門の効率化及び試騒研究との

遺1J!によるー麿効果的立主務運営を雄遣すること
としています.つまリ、真に担うべき事務事草に特

化 E点化していくことになります。
また、今後、地域特産的立樹樋Rぴ環境緑化木の
新品構開発及び関連する調査研究については、県

等との役割分担等を明濯にしていくことにもなり

ます@そのような中、県の封験研究償問等にお力、れ

ましても厳しい現状にあると思いますが、柿木育

種事業のほ進ということで関係者等がより連婦を

密にし、従前以上に自に見える成果を対外的に鴎

ら力、にし、研究基盤を確固たるものにしていく必

要があります.

今回のI改革の方針lに畢づく組織等の見直しは、
そのまたとない契機になるものと考えておりま

す。

， 

喝長下室健次

今年度中に策定される次期中朗自僚には‘これま

で以上に神木宵槽センターが担う任務 役割につ

いてや、それを踏まえた重点化や効率化に向けた

取組を聞記し.達成すべき内容や水準をで吉る限

リ具体的力、つ定置的に示すように努めることとし

ます.

九州育峰崎の取組にお吉まして、神木の新品種の

開発は、従来の精英樹よりもさらに成長、材質等に

憧れた第二世代品種の開発、育科コストの削減に

有効な品種の開発や広葉樹の優良品種の開発、特

にマツノザイtンチユウ抵抗性品種のヲロ ンに

よるI曽殖方志の開発を進めているところでありま

す、

神木週伝資源の収集、保存につきましては、国指

定の天然記意物や、巨樹銘木等の遺伝資源のヲ

ローンi曽殖サービス(神木遺伝子銀行 110苗)

等による収集を行っており、吉らに、研究材料の柿

木遺伝資瀬を注文に応じて取り嫡え提供する「林

木遺伝貿瀬の配布予約制度lを引き続き実施する
とともに、昨年 12月に発足した「柿木遺伝資源連

絡室lを通じた積極的な活動を控進したいと宅え
ています.

新年を迎え、材木育極センター九州首樋燭寝員

同、新たな決意で九州沖縄地慌の林木膏樋事業に

彊進して事りたいと考えております。今後とも皆

僚方のより一層の御指噂と御協力をお願いいたし

ます.

"'~草が皆保方にとりまして良い年でありますよ

うにお祈り申し上げます。

• 
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匡二アメリカとカナダにおける林木のバイオテクノo:;-1， 

2005<手の璽にアメリカと力ナダにおける神木の
パイオテヲノロジー研究の実態調憲、主に組償え林

木の野外院陰地を視察するために関係研究所在、セ

ンタ一本所の栗田研究員と訪問する機会を得たの

で、そこで見聞きした情報の慨要を紹介します.

愚初の訪問地であるオレゴン州立大学は、アメリ力

の北西部のポートランド空港由、ら南へ高速I'¥̂で

2跨闇ほどのコ-)'iリスという町にあります。

線量か怠コーパリスの街並

大学禍内および大学から車で20分ほど厳れた甥
所に、遺伝子組換えポプラの野外鼠陵地が設定され

ていて.Steven Strauss教l曹に繋内して頂きまし

た.

そこには非常に多くの遺伝子組換えポプラが議活

されていました。例えば花粉形成在抑制するB年生

の組機えポプラがありました。花粉形成の抑制は、

絹換え遺伝子の花粉を介した他の個体への移動を

防ぐために非常に有効な手段であり、組換え碑木の

植林には必要不可欠な按術となります。この組換え

ポプラでは毎年花I亨を採種し、花粉形成の調査をさ

れていますが、花粉は全く形成されていないとのこ

とでした.また、樹高や財形をコントロールする目

的で、ジベレリン合成を抑制する紹換え体の民騒が

行われていました.ヲローネ幅を'J、さくすることに
より、旦位面積当たリの材生産置を向上させること

が担いであるユニーヲな試みであると感じました.

現時点では園芸用に利用可能志雄性個体や葉の色、

大きさカ、変化した個体が幾っか毘られ継続試験に

膏極探両極研究室長谷口亨

よる結果が楽しみです.

芭らに、除草剤耐性遺伝子を導入した組換えポプラ

における導入遺伝子の発i見の安定性を調べるため

に毎年ポプラを伐保し、切リロに除草剤をまき、筒

芽の発生を調査する試験も行われていました.除草

剤耐性ポプラでは‘除草剤をまいても萌芽は電年発

生するので、導入遺伝子は安定して発現しているこ

とが解リます.ポプラは恨萌芽(sucker)による無性

繁殖が旺盛なので、誌駿地外に恨萌芽力、発生し辛い

僚に定期的に監領しているとのことでした。

オレコン州立大学由組織えポプラの野外鼠取JeO

ゲート前にて.右が5.日U55教団、tiが襖田研究員

次にポートランド力、ら飛行槽を乗り纏吉、アメリ力

束郡ノースカロライナ州の州都口一リにあるノー

ス力ロライナ州立大学を訪問しました.同大学の

V町 entChi 田 g教慢は、リクニンの世ない船員

え紳木の研究における第一人者で、リク二ン合成遺

伝子の発現を抑制した組償えポプラを多数つくっ

ています.

ノースηロライナ州立文学の Chiang ，寝殿{中矢)との記~1I1巳
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しかし、野外!it践は企量との共同研究で行っており、

1000同nほど北のミシガン州に限定されておリ、今回

は視療できませんでしたoVincent Chiang教慢は日

本人に友貯的であるせい力¥彼の研究室には数人の日

本人研究者が在施しており.私の入庁同闘である森林

総合研究所の研究員に偶対再会することができまし

た.また、 StevenMckeand教慢らにテータマツの費量

性繁殖について脱聞を受け、大変興暗深く感じました。

次の筋問国の力ナダでは、 5力所ある国立の幹業Iit

ケベツクで.1.目宜つ11帽のーつである.1893'手

創業のシャト フロントナック・ホテル

laurentlan Fα田町Cenlerにて.

をは Khmasze咽陥熔土

脹i輔のうちのパイオテヲノロジーの研究在行っている

2つの研究所在肪問しました。

1力所目は世界遺産の街ケベツヲ市の中心地力、ら南

西に滋嗣にあるLaurent陥nForest叩Cenlerです。

ここでは、陶S旬naK伽百日制瑚1咽士に案内して頂

きました.彼女は非常に効率の高いトウヒ厩の遺伝子

組換え方;去を報告しており、我々は織女の方法を曹考

にして、ヒノキやスギの遺伝子組換えを行っています.

また、彼女は現在、成木力‘ら不定Jff鶴湾在行う研究を精

力的に行っているとのことでした.野外誌路地では、虫

膏鉱抗性の日I遺伝子を場入した遺伝子組換えシロト

ウヒの鼠験地も視察できました.トウヒは成長が混く、

6年生でも背丈よりやや高い程にし力、成長していませ

んでした.隣にはマー力一遺伝子を噂入した桜橋ポプ

ラの悶駿地もありました.

後の勧問先は、力ナダ東部のニユ プランズウイツ

ヲ州のフレデリフトンにある力ナダ特蝿民駿lIAt回ー

laurenlian Foreslry Centerの網漁えシロトウヒ由民陵地

tic Forestry Centerです。ここでは、平定匪毛利用し

たクローン特厳を目指した研究が行われていました.

Jan Bonga陶士に不定匪の窃場や不定厄の液体重票

中での保存について説明を受けるとともに、テクニ

シャンの lanMacEacheron氏に不定庖から再生した

ヲロトウヒやシロトウヒの民臨地を案内して頂きま

した.

AI陥nlicF町田町Cenlerの8町>ga憎士(右)と
MacEacheron民{中央}
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中国出張の帰国報告

平成 17年 11月28日から 12月10日までの 13日

間、平成 17.1:事度白中農草科学妓術交流グループ会磁

の合憲に昼づく考察団(以下考察団)として‘九州首

樋i耳力‘ら下堂揚長在団長に、育1m筏術専門役の緬園、
育種妓術係長の佐藤友び農林水産省大臣官房国際

部国際協力課の漉温良幸氏が参加し、 I地獄環境の
保全を目的とした温帯産早生樹の膏極に関する情報

の交換jを行いました。

訪問先は、江蘇薗の南京林車大学、湖北省の日中協

力林木育種科学授術センタ一、事中農業大学、虎爪山

特場、治江市持軍科学研究所、湖北省樋苗センヲ一、

四川省の四川省造梓モデル計画及び北京の中国特車

科学研究院であり、それぞれのl1i問先で情報収集意

見交換を行いました.

写興一 1雪宮中嶋業文学で7

今回の目的のつである渇帯産早生樹について、間

査対量樹濯は主にポプラと考えておリましたか、ユリ

ノキも中国での主要な姻栽樹種であリ、訪問先の吾

研究機関等からこれらの研究生育の状況につも吃話

を間くことができました.概要は次のとおりで1九

ポプラi耳、 1950年代頃からアメリカ中南部、イヲリ
アなとより収集したものを利用し、中園吾首ごとに地

ポプラとの支配によリ、成長力、良いものや病虫害に強

い地域にあったオリジナjレの交配揖を作り.植栽して

いるということでした.中国では、地域にあった品極

の開発が行われていますカ1統一した管理は屯されて
い草い操織で1九また、ユリノキについても同僚に吾首
の神業研究機関において改良が屯されているとのこ

とでした.

育種技術噂門役樋田守

写真-2は武漫市にある日中協力林木育種科学按
術セン7ーの敗地の中で育つポプラの1年生です力¥

すでに4-6m程度に押びています。これを30cm
程度の長さに切り、苗木として使用しているそうで昔、

この笛木は、いわゆる[11挿し方式jで値栽するため、

一本の木力、ら十数本の植栽萄が生産できること、ま

た、土に直按挿す方法で活着するため、造林コストも

告なくて済むようで菅L

写関 2ポプラ由 1隼盆

また、林木育橿に関して泊江市林業科学研究所の水

杉のヲロン探碩圃(写寅一 3)の視察や湖北省日

中協力林木育種科学按術センターての事業や研究に

関しての情報収集.愚見交換等を行うことができまし
日，、。

写贋-3水杉(メタセコイヤ)の録極圏

この水杉のヲローン録樋固については、現在40.1:芋

J. 
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生(樹高は約 12m)だそうで、いまだに結実しないと として.中国囲内での評価が高いと周いています.

のことでした.また、投計置などは煎くて、配箇クロー 「ーーーーー ーー由ーーーーーーーー

ンの区別などは判らないとのことでした.中国では、

このようなデータの管理が確立されていないとして、

湖北古田中協力林木膏碩科学筏術センターでは、iA伝

子情報やジーンパンヲ及び録極砲圃等のデータベー

スの管理寄について中国主土に向けた手法の開発、指

導が行われています.

今回の目的のもう一つの大吉な課題である l地球環
境保全への取り組みjについて、中国では.畠澱な経済

発展の一方で開発による環境磁爆が進行しており、森

林伐録による水土流出彼害、砂漠化且び生態閣境の悪

化が広がっているといわれています.我々の今回の視

粛の中心部市となった湖北省武漢市!;J:，人口約830

万人を抱える大都市のためなの力¥寄季限房の煙草の

力¥滞在中は写真一4のようにガスが力、かった状態が

続いていました.

写真-4武漢の風嫌

また、都市部とは対照的に四川省の高海娘地(標高

約3000m)では写真一 5のような風壊を呈してい

て気候も温限なところでした.ここ四川省では、傾高

1500mのところにある西昌市在中心にJICAのプロ

ジェクトとして I四川省造神モデル計画jが実施され
ており、プロジェクトが関わる高海銀地の苗畑在視察

しました。この菌畑で生産された苗は、高淘路地に順

応するように気候ー標高にあった箇づくりが行われて

います(遇制遭林)0

ここでの筏術指導にあたっては、林木育樋センターか

らも派遣吉れた短期卑門家の方が活躍されており、現

在では、立派な人工林が造成されていて、その成果が

出てきているところです.また、地域仮興の観点から

も、地元雇用や生活改善をあわせて行うモデル事草区

写真ー 5 四川省白眉渇!liJ~の風策

このように、地球環焼保全については.中国政府におい

ても努力が行われており、日本側からの妓術協力も得

てさらに中国圏内の緑化推進が期待できるものと考え

ます。

また、中国の街でよく見力、けるのは、写真-6の電動
パイヲや自転車です。日本でも、電動自眠車が普及しつ

つあります力¥中国では自転車社会力、ら車社会へと変

貌を遂げているなかで、ある意階、自然には慢しいの力、

もしれません.

写真 6電動パイク

盟後に、今回の訪中に際しては中国政府、中園園内の甚

大学及び書省の林業関係機関の方々、そして JICAプロ

ジェヲトで活蹴吉れている満遺随員の皆僚方には大変

お佳話になりました。感謝申し上げます。

週胸遺体制i包をもとの外J.や.'eに圏@さぜ，11紳伐認や自覚畿を綴じ
て却化e!t!るという遭働
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九州育種場における 12月18日の活動

熊本県インストラヲター会主催の 12月期の月例イ

ベントは九州商樋湯内在舞台にすることとして、ス

タY7でこれまで過去2日間の事前打ち合わせを行

い、今日の本番を迎えました。

この朝は、この寄 歯の軍~.&:の襲来で宮の予報も

あってスタッフと書加者の足を心配しておりました

が、晴天の下でス?ッフは定刻の8時30分には全
員集合し、それぞれの持ち場の準備を進めるととも

に、玄関では普加害の受付も開始しました.

イベントは室蕗室において9時30分から始まり、
当主の川下リーダーが進行役在務め‘熊本県の野口

主幹と当室長である私の銭捗後.林木育樋センター

の仕事の内容を収録したビデオを見ていただきまし

た.その後、野外に出てスヲγ712名の紹介があり、

私が一般から応聾された 50章名を連れて場内の鼠
験地保存困帯の案内在行いました.

野外鶴現実風嬢

野外観察では、マツノザイセンチユウ抵抗性クロマ

ツ アカマツの交E圏、希世樹樋のヤヲタネゴヨウ、
天然記意物の保存圏、第二世代精英樹候補木などを

晃てもらいましたが、特に花粉の少ないスギ晶樋.縄

文杉のヲローン樹、マツノザイセンチユウ在接種し

たヲロマツの苗木や、スギの盛花雌花などを入意に

紹介しました。害加者の~くはこれらを初めて自に

したとのことでした.また、ブナ科の樹木を定植して

ある柿内では、持に鶴子連れの害加置がイチイガシ‘

ウパメガシ、シラカシ、シりブカガシ、マテパシイ‘耳

' 

熊本県帯林インストラタタ一室

室長力益'

びクヌギの樋子在日を凝らして姶い、大きさ、色、Jf~

Sどの遣いを調べました.
次に、ガラス温室に移動して、マツボyヲリやカズラ

類を利用してのリ ス作りクループと、i量吉木帰し
木を体駁したいヲル プに分かれて体験学習を行い

ました.J量吉木 挿し木は時期が適期ではないため、
現在摺殖中の天然配意物のスギ、イチョウ、ケヤキ、

工ノキ、ヲスノキ、タブノキなどを完て‘おおよその

感じをつ力、んでいただきました.また、先ほど括って

きた61墨煩のドングリをポットに情えた後、タロ7
ツとスギを使って割媛吉を実演しました.r刃先で
指を切らないようにJ.rとに力、く台木と接ぎ栂の形
成層をくつつけることが第 jと手短に指揮を行い

ました.するとJ適期はいつ力、 番かJ、『接吉木テ
プや活着促進剤はどこで販売しているの力、1.r台木
の大きさはjなど質問が相次吉、 fこの曹に力キノキ
やミカンを是非自分で接いでみるJとの声もあがっ
ておりました.リ ス作りでは昼食を侠んで 14時過

ぎまで粘った人も見受けられました。

リース作り風祭

帰りには、当場畠物の続き手や当会の淘平吉員が煙

殖したアジサイ、ツパキ、また、世界でたった一つの

自分で作ったリース、ドングリを緬えたポットなど、

普加者の帰路の両手には沢山のおみやげが提げられ

ていました.
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採種・採穂園の指導

九州育種場では、保権栂図の指導を 2'手に一度吾
県を回り指導しています。今年は熊本鹿児島宮崎

と昨年循羽のできなかった大分の4県の指導を行

いました.九州地区の遣林は、さし木苗によるもの

がほとんどであるため、指導の中心は採穂園となり

ます。また、採樹園については、ヒノキEぴ低抗性マ
ツの保穏園が主悼となっています。

録極層圏の指導は、写真-1のように、種苗生産者

や県の担当者の出席の下で行われる渇合と県担当

者のみで行われる湖合とがあり、11月24日に行っ

た宮崎県での指導は、40名以上の出席者と草リ、

移動の際は縦列を組んだものとなり、幸人獄で論騒

が交わされました。

写関 1 

九州育樋場においても、吾県の樋苗関係者の視察

研修を受け入れています.東海苔の中には単に膏橿

場の見学のみという方も多いので、来t覇者の時間の

氏名 新組畠

I平成17年10月!日付発令]

山恨舞人 I!I~省出向 九州地方環境事務所

部顧自然現場事務所 野生生物企画富

山形克明 九州育積場連絡調整標畏

商樋扱術専門役植田守

都合に合わせて、育極的な話が中心となるため‘採

櫨語圏での作棄の実態等までの説明は思うように

できないのが実状です。

現地指導の利点としては、苗木生産書が実際に行っ

ている作業の指導となるため、作車の手活について

細力、な質問を受けることも多く、答える倒としては

冷や汗ものとはなりますが、生産書の独自の手法な

ども実際に確認できますし、地峨での菌木をとりま

く情報交換も行うことができ、我々にとっても大い

に勉強になるのも現地猶導の利点かもしれません.

写111-2 

写真一2は、大分県農林水産研究センヲー林業民
臨場内の押光ト2号の係穂園です.ここの採極栂置

は若くて、写真のように手入れが行き届いた醤1Iが
なされています。今後の授術指場にあたっては、こ

のよう屯模範的な採種梅園も害考としつつ、特に新

緑 a改良される録種糟圃に力を入れていきたいと号

えています.

旧事量 名

九州膏樋場運絡調盤課長

九州蒜神官理局企画調整室監査官
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